臨床修練外国医師・外国歯科医師の許可基準
１．(１)医療に関する知識及び技能の修得を目的として本邦に入国していること

（２）医療に関する知識及び技能の修得を目的として本邦に入国しようとしていること
　　　　①　住民票の写し
　　　　②  旅券                    〔(１)は、①～④の内、いずれか一つを提出
　　　　③  在留カード　　　　　　　　(２)は、④に限る。〕
　　　　④  在留資格認定証明書

      ※法務省に協議し確認
    ただし、入国当初に上記在留資格を取れなかった者で、途中から医療に関する臨床修練の在留資格を得た者は、以下の書類も合わせて提出
      ①’本人の申述書
　　　②’①’の裏付け書類（臨床修練許可資格を得るための勉強をしていた日本語学校等の証明書）
２．医業又は歯科医業を行うのに必要な医学又は歯科医学に関する知識及び技能を有すること
〔医（歯）科大学において、５年以上（専門課程：４年以上）の一貫した西洋医学を修業していること。〕
　　（１）免許証を発行している国
　　　　医師又は歯科医師免許証の写しを提出
　　（２）免許証を発行していない国
　　　　①　医師又は歯科医師であることを証する書類（医科大学又は歯科大学の卒業証明書等）
　　　　②　自国が免許証を発行していないことの公的機関の証明（法的根拠等）
　          〔※②については確認済みの国は提出不要。〕
３．外国において医師又は歯科医師に相当する資格を取得した後３年以上診療した経験を有すること

本国等において業務に従事していた医療機関からの証明書（複数にわたる場合は個々に証明）
４．患者に与えた損害を賠償する能力を有すること
１事故当たりの賠償金額の限度が5,000万円以上かつ廃業担保特約５年間の損害賠償保険契約書及び約款を提出、又は当該者が患者に与えた損害を臨床修練病院等の開設者が当該者に代わり、又は当該者と連帯して賠償することとしている場合は、その誓約書
（保険会社は、日本国内で賠償給付できるものに限る）
（保険会社発行の契約証明書又は賠償保険付保誓約書でも可）
５．診断書の提出
次の事項に該当しない旨の医師の診断書を提出
＊　外国において医師に相当する資格を有する者（許可を受けようとする者自身を除く）が作成したものでも可。
（１）目の見えない者、耳が聞こえない者又は口がきけない者
（２）精神機能の障害がある者又は麻薬、大麻若しくはあへんの中毒者
６．臨床修練計画書及び承諾書の提出
次の事項について明確に記載し、臨床修練指定病院等の長及び臨床修練指導医・指導歯科医が承諾した旨の書面を提出
　　（１）臨床修練を行おうとする病院等の名称
　　（２）臨床修練を行おうとする分野
　　（３）臨床修練を行おうとする期間
　　（４）臨床修練指導医・指導歯科医の氏名
